
フラッグシップ輸出産地の概要

オーガニックティーミヤザキ（代表 小浦 武士）

主な輸出先国 アメリカ、ドイツ等（2023年） 輸出実績 160百万円（2023年）

対象となる
地域

宮崎県宮崎市・小林市・西諸県郡高原町・都城市・児湯郡高鍋町・川南町・西都市

輸出茶の販路拡大へ向けた会議

荒茶の海外ニーズ調査
（研修会）

・オーガニックティーミヤザキ(OTM)は、宮崎県宮崎市高岡町
の小浦製茶を代表とする輸出用荒茶生産組織である。

・2012年から国内茶商経由でドイツ等への間接輸出に取り組ん
でおり、2019年からはロシアで日本食品等を扱う通販事業者
との直接取引を開始している。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・輸出先国のニーズに応えるため有機JAS認証を取得し、有機生
産技術やマーケットニーズ等の情報共有を図るための研修会
を年２、３回開催。

・また随時、栽培や加工にかかる技術共有も行っており、実需
者ニーズにきめ細かに対応できる荒茶生産体制を構築。

アピールポイント

輸出
品目

茶

お問合せ先 tea.koura@gmail.com 担当：小浦HPリンク https://info220726.wixstudio.io/kouraseicha

★OTMでは、マーケットニーズ等の情報共有をすることで流通
の透明化をおこない、また有機生産技術の研修会を開催する
などして有機転換を支援。
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